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先月の振り返り: 1月のドル円相場は134円後半～127円前半で推移。年始にドル円は130円を割り込
んだものの、米FOMC議事録においてさらなる利上げが必要との認識となっていたことや良好な米雇
用統計などで、134円台後半まで買い戻された。しかし日銀が金融政策決定会合で金融緩和の副作用
を点検するとの報道や米消費者物価指数の上昇率が前月比マイナスとなったことでドル売りが加速
し127円台前半に達した。そして注目の日銀金融政策決定会合で、事前予想の追加修正がなかったこ

とで一転円安が進み131円台半ばとなったが、出口戦略への流れは変わらないとの見方が広がり、再

び127円台半ばまで円高が進む荒い値動き。その後は米FOMCを控え買い戻しの動きも見られたが、

130円を挟んだ持ち合い相場が続いた。
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今後の展開: 注目の米FOMCでは、市場の予想通り利上げは継続したものの、利上げ幅

が縮小されたことでドル売りの流れが強まってきた。パウエル米FRB議長は利上げ継

続姿勢を示しているが、市場は利上げ打ち止めの時期をにらんだ動きに変化している

中、日銀による金融政策の修正観測も台頭している。米経済指標発表等で短期的にド

ル買いの場面も想定されるが、大局は円買いドル売りの流れとなっていきそうだ。
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